
2. 1960-70年代の気象庁ではどのように計算が行われていたか
古川武彦[気象コンパス]

「数値予報の初期の時代に人はどのように計算をしていたか」



1940年生、滋賀県米原市、理学博士（九州大学、「山岳波について」）
1961年：気象庁研修所高等部（現気象大学校）卒業
1968年：東京理科大学理学部物理学科卒業
1961年―1964年：大阪管区気象台、潮岬測候所
1964年―1982年：気象研究所台風研究部
1982年―1984年：運輸省大臣官房海洋課、調査官
1984年―1989年：気象庁観測部・予報部、補佐官
1989年―1991年：福岡管区気象台技術部長
1991年―1994年：気象庁航空気象管理課長
1994年―1997年：気象庁予報部予報課長
1997年―1999年：札幌管区気象台長
1999年―2003年：（財）気象協会参与
2003年～ホームページ「気象コンパス」、2020年ホームページ「気象寺子屋」主宰
これまで「米国大気科学研究センター（NCAR）」留学、JICA無償技術援助プログラム（ラオス、

モンゴル、フィジー）。「かしま灘楽習塾」、「千葉シニア自然大学」、「敬愛大学」で気象講座。
「鹿嶋市報」、「茨城新聞」、「朝日新聞」などで「天気コラム」を執筆。

参考図書：気象庁物語（中公新書）、人と技術で語る天気予報史（東大出版会）、日本の気象観

測と予測技術史（丸善）

古川の経歴など



観測要素・測器・作業・通報



百葉箱 矢羽根式風向計

乾湿球温度計

風杯型風速計

プロペラ型風向風速計



水銀気圧計 電気式気圧計



降った雨は雨量計の受け口から漏斗で集められ、内部の貯水瓶に溜ま
る。 一定の時刻になったら瓶に溜まった雨水を目盛りの入った雨量ますに移
し替え、その目盛りで読み取ることで雨量を観測。なお、 現在、気象庁や鉄
道会社など日本で多く使用されているのは「転倒ます型雨量計」である。

雨量の観測

観測はアナログからデジタルへ





ﾁｼﾞﾖｳ ｷｼﾖｳ 100000

47662 11/82 73506 10180 20133 30102 40131 51003 69902 70281 8787/
333 20152 70065=

ﾁｼﾞﾖｳ ｵｵｻｶ 100000

47772 12/81 20404 10222 20136 30030 40126 50007 60002 81830
333 20186 70000=

地上実況気象通報式例（上段：東京、下段：大阪）



モールス符号のT（一），N（一 ・），D（一・・），B（一… ），O
（一一一），C （一・一・），Z（一一・・），M（一一），G（一
一・）

地上気象観測の通報（モールス通信）



気象レーダーの観測

記録はアナログからデジタルへ



1954年に、在日米軍から譲り受けて、これをモデルに製作。波長の短い1680MHzの電波を使用する
方式で、パラボラアンテナを用いて指向性の向上を図り、自動追跡が可能。

高層気象観測（ラジオゾンデ）
D55A型自動追跡記録型方向探知機



ラジオゾンデ観測における作業と 計算など

1. ゴム風船に水素ガスを充填
2. 観測員による放球
3. ゾンデからの気温、気圧、湿度データの受信（モールス信号）
4. モールス符号の印字、音声での聞き取り
5. 気温・気圧データから、ゾンデの高度を計算
6. 高度データから、逆三角関数を用いて、ゾンデの水平距離を計算
7. 水平距離（S）＝ゾンデの高度✕コタンジェント高度角
水平軌跡をホワイトボード上にプロット

8. 国際気象通報形式に沿って、観測結果をモールス信号の電報に作製、
9. 通信課にモールス通信で打電

モールス符号は T ― N ―・ D ―・・ B ―・・・ O ― ― ―
C ―・－・ Z ― ―・・

ゾンデからの送信が記録紙に受信できない場合は符号を直接聞いて記録しました
観測値（数値）は大阪４７７７２の無線課に観測者がモールス符号で送信していました。
―・ ― ― ・－・（受けよ） ― ―・(送れ) ―・ ―・・・（さようなら）



観測野帖/日原簿の例 Tiger計算機で
平均値などを計算

観測野帖



IBM704の導入（1959）

● CPUの記憶容量は約8000語
●プログラムはパンチカード
● IBM704のために別棟を建築
「電子計算室」を設置
特別にエアコンを導入

● 記憶装置は磁気テープ

横浜港に荷揚げ（トレーラーに内蔵）

IBM社長より和達長官に「金色の鍵」の贈呈

横浜から第2国道を気象庁へ



IBM704

キーパンチャー
女性の花型職であった

岸保勘三郎
（電子計算室長：数値予報の父）





初期の数値予報のプログラミング法



● 気象現象（天気、雲、雷など）は目視観測
● 気象要素（気温・気圧など）の観測は、温度計、バイメタル、

 水銀を用いたセンサで表示、目視で読み取り
●  数値をノートに記録、国際気象通報式に編集
● 電話あるいはモールス通信で伝達
● 気象レーダーの観測は、エコーのスケッチ後、Faxで本庁に伝達
● 日・月・年平均の計算は、ソロバンあるいは、Tiger 計算機で計算
● IBMによる数値予報の計算

まとめ

観測手法と記録が機械的・アナログから、
自動化・デジタル化へ
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